
 

1 
 

 

カケハシ・プロジェクト（米国） 

大学生招へい第 3陣（Central Connecticut State University, University of Miami)の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】コネチカット州のセントラル・コネチカット州立大学、フロリダ州のマイアミ大学の大学

生が来日し、日本の政治、経済、社会、文化、歴史及び外交政策などについて理解を深めるととも

に、ネットワーク強化を図り、日本の魅力を積極的に対外発信してもらうことを主目的として実施

しました。 

 

【参加者】米国の大学生 14名、学校関係者 3名 計 17名 

（内訳）コネチカット州 セントラル・コネチカット州立大学 8 名（大学生 7 名、学校関係者 1 名） 

 フロリダ州 マイアミ大学 9名（大学生 7名、学校関係者 2名） 

 

【訪問地】グループ A（セントラル・コネチカット州立大学）：東京都、愛媛県 

     グループ B（マイアミ大学）：京都府、滋賀県、東京都 

  

【日程】 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）： 

3月 4日（月曜日） 【来日前（渡航前）オリエンテーション】事業目的・ミッション、日程説

明、渡航上の注意、新型コロナウィルス感染症対策等 

来日までの指定期間  【動画視聴】講義「日本と国連」、日本理解講義（Web Japanより選択） 

 

◼ 招へいプログラム： 

3月 8日（金曜日）  羽田空港より入国 

 

3月 9日（金曜日）～3月 13日（水曜日） 

2つのグループに分かれグループ Aは東京都、愛媛県、グループ Bは京都府、滋賀県を訪問。 

グループ A（セントラル・コネチカット州立大学）：東京都、愛媛県 

 【視察】国会議事堂 

 東京都から愛媛県へ移動 

 【ホームビジット】松山市、今治市 

 【学校交流】愛媛大学 

 【視察】松山城、伊佐爾波神社、道後温泉街散策 

 【文化体験】座禅・写経（西龍寺） 

 【視察】木蠟資料館上芳我邸・内子町散策 

 愛媛県から東京都へ移動 

グループ B（マイアミ大学）：京都府、滋賀県 
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 【視察】清水寺、Artists’ Fair Kyoto 2024 （アドバイザリーボード展覧会） 

 【ホストファミリー対面式】 

 【ホームステイ】日野町 

 【ホストファミリー歓送会】 

 【文化体験】友禅染め 

 【視察】建仁寺 

 【学校交流】京都精華大学 

 【視察】京セラ美術館（村上隆特別展）、八坂神社、錦市場 

 京都府から東京都へ移動 

 

3月 13日（水曜日） 【視察】明治神宮、原宿（日本のポップカルチャー） 

3月 14日（木曜日） 【視察】東京国立博物館 

 【ワークショップ】報告会準備（訪日成果のとりまとめ、帰国後の活動計画

（アクション・プラン）の作成） 

3月 15日（金曜日） 【報告会】訪日成果・帰国後の活動計画発表 

 【視察】お台場（セントラル・コネチカット州立大学のみ） 

 羽田空港より出国 

 

２．記録写真 

招へいプログラム 

グループ A（セントラル・コネチカット州立大学） 

  

3 月 9 日【視察】国会議事堂  3 月 10 日【ホームビジット】 

  

3 月 11 日【学校交流】愛媛大学 3 月 11 日【視察】松山城 
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3 月 12 日【文化体験】座禅体験 3 月 12 日【視察】内子町散策 

グループ B（マイアミ大学） 

  

3 月 9 日【視察】清水寺 Artists’ Fair Kyoto 2024 3 月 10 日【ホームステイ】 

  

3 月 11 日【文化体験】友禅染め 3 月 11 日【視察】建仁寺 

  

3 月 12 日【学校交流】京都精華大学 3 月 12 日【視察】八坂神社 
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3 月 13 日【視察】明治神宮 3 月 15 日【報告会】記念撮影 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 大学生 

ホームビジットが最も印象に残っています。日本語のネイティブスピーカーと日本語で会話を

したのは良い練習になり貴重な経験になりました。日本語のネイティブスピーカーと自信を持

って話せたのは今回が初めてで、とても楽しい時間を過ごすことができました。ホストファミ

リーの皆さんと一緒に日本料理を作る機会にも恵まれました。日本の伝統的な茶道も体験でき

てとても楽しかったですし、日本社会においてお茶が果たす文化的重要性を知ることができて

興味深かったです。 

◆ 大学生 

ホームビジットでは日本人の日常生活を体験することができ、日本人の優しさをこの身で感じ

ることができ、大変感銘を受けました。お寺への訪問も素晴らしい経験で、日本の伝統的な習慣

や歴史全般について学ぶことができました。 

◆ 大学生 

プログラムで一番良かったのは間違いなくホームステイです。ホームステイで雛祭りや神道の

習わしなど日本の風習について学べた事が一番良かったです。歴史ある日本の農家の日常生活

を経験する事ができ、実体験を通じて日本の文化に接する事が出来ました。 

◆ 大学生 

日野町でのホームステイと京都精華大学での講義、交流を心から楽しみました。 

ホームステイでは日本の文化と慣習に溶け込むという素晴らしい経験をさせていただきました。 

京都精華大学の学校交流では、日本の大学や学生生活について知ることができ、特別講義では

マンガの表現など米国ではあまり知られていない芸術分野について学びました。 

◆ 大学生 

留学プログラム中で最も印象的だったのは、松山城でした。松山城はまさに息をのむ美しさで

す。この旅で、普段快適で安住している日常から踏み出すことができたと感じます。それはとて

も価値ある楽しい経験で、忘れられないものでした！ 
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４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 協力団体 

海外の方に足を運んでいただく機会が少ない滋賀の田舎町ですが、芸術や美術に興味のある学

生の興味関心を引くものがたくさんある事を再認識しました。また、言葉が通じない中でお互

いの気持ちに寄り添ったコミュニケーションをたくさん取っていただき、「みんなで一緒に作っ

て一緒の食卓を囲む温かさ、大事さを感じた」と学生が感想を述べてくれ、当方の受け入れの神

髄を感じていただけて嬉しかったです。 

◆ ホストファミリー 

皆さん礼儀正しく、真面目でよく気が利く学生ばかりで大変好感が持てました。孫たちにとっ

ても外国語教育、国際理解教育として大いに役立ったと大変喜ばしく感じております。 

お好み焼きやおにぎり作りをして楽しみ、着物の着付けをした際は喜んでいただき、日本の文

化紹介にも少し携われたことを嬉しく思います。これからもホームステイ・ホームビジットの

受け入れをどんどん行っていきたいです。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋） 

    

2024 年 3 月 10 日（Instagram） 

松山市でホストファミリーの皆さんと一日を過

ごしました！私とクラスメイトに素晴らしい体

験をさせてくださってありがとうございまし

た！ 

ホテルでは東向きのお部屋に泊まることができ

てラッキーでした。日本の日の出は美しいで

す！ 

2024 年 3 月 10 日（Instagram 等） 

土曜日は早起きをして日本風にアレンジされた

西洋料理とうどんを食べました。とても美味し

く、日本の調理法と食材は料理に大きな違いを

生むようです。 

次に、国会議事堂を視察しました。ここでは写

真撮影が禁止されている場所が多かったため、

撮影が許可された時だけ写真を撮りました。続

いて、東京タワーを視察しました。東京タワー

から望む景色は素晴らしく、時間をかけて眺め

る価値があります。富士山の素晴らしい写真も

撮れました。 
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そして、愛媛県の松山空港へ到着しました。オ

レンジをモチーフにした地元のマスコットキャ

ラクターがいました。松山市名産の柑橘類があ

り、アメリカの普通のオレンジより格段におい

しかったです。 

  

2024 年 3 月 12 日（Instagram） 

3 日目：魅力的な町、滋賀県日野町のお宅にホー

ムステイ。 

2024 年 3 月 12 日（Instagram） 

芸術、学習、友情に溢れた素晴らしい一日でし

た。 

６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（抜粋） 

グループ A（訪問地：東京都、愛媛県）、グループ B（訪問地：京都府、滋賀県、東京都） 

全 2グループが発表 

グループ A 

 

【訪日中の学び】  

⚫ 大学交流 

同世代の学生との交流を通じて、大学生活や興味のあることについて共感し、地理的には離れて

いますが、とても身近な存在に感じました。 

⚫ ホームビジット 

日本語と英語を交えて話すことに難しさを感じる場面もありましたが、異文化交流には忍耐力が

必要だということを学びました。日本社会と米国社会の違いを体感することができ、より一層、

日本に対する興味が湧きました。 
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⚫ 西龍寺 

15 分の坐禅と写経を体験しました。住職より仏教に関する話を聞き、仏教の修行を体験しました。

また、数年に一度しか公開しない地蔵菩薩を拝見することができました。この視察を通して日本

の奥深い宗教文化を学ぶことができました。 

【アクション・プラン】 

⚫ 大学での発表 

今年 4 月に開催されるアジア・太平洋諸島系米国人の春祭りのイベントの一環として、本プログ

ラムで学んだことを大学で発表します。在ボストン日本国総領事館から外交官やグレーター・ハ

ートフォード日本人会から役員を招き、当大学の学生や近郊の一般市民にも参加していただきま

す。この発表は日本文化に対する理解を深め、日米の教育機関、政府プログラム、カケハシ・プロ

ジェクトや JICEなどの関連機関との異文化交流の機会を促進することに繋がると思います。 

⚫ 夏祭りの桜の植樹イベントへの参加 

昨年同様、今年もグレーター・ハートフォード日本人会が主催する夏祭りに参加します。公園で

の桜の植樹を本プログラムの参加者全員が手伝う予定です。これにより当大学の日本語プログラ

ムと異文化コミュニティとの連携がより一層深まると考えています。 

⚫ 学生新聞への寄稿 

学生新聞 The Recorder にカケハシ・プログラムの体験記を書き、当大学の学生に留学を勧めた

いと思います。外国の文化を直接体験することは、批判的思考や国際的視野を養う上で不可欠だ

と思うからです。 

 

グループ B 

 

【訪日中の学び】 

日野町でのホームステイでは椎茸の菌打ち、お寺での鐘つきや自家製の野菜を使って料理を一緒

につくる等、他では出来ない経験をし、分かち合う事の大切さを学びました。 

東京国立博物館では刀等の歴史的な文化財、そして京セラ美術館では村上隆氏の現代アートを見

ることができ、歴史の重要性を認識し、今後の研究に非常に参考になると思いました。 

【アクション・プラン】 

 マイアミ大学で開催予定のミヤ・アンドウ展のパンフレットに参加者のエッセイを寄稿します。

パンフレットはアメリカ国内の美術館等に配布されます。 

 地元のラジオ局のインタビューで本プログラムと展覧会について紹介します。 

 大学内の教養学部の雑誌に本プログラムと展覧会についてのフォローアップ記事を掲載します。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


